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国際シンポジウム

随時四窃缶詰8自00�
“Area Studies and Social Sciences" 

国際社会の諸関係がきわ め て 多面的に展開しつ

つ あ る 情況下で， 私たちの 国際理解の ありょうが

改 め て 問われて い る かに思われ る 昨今であります。

そうしたなかで， それぞれの集団や民族が国家と

し て ， あ る いは国家の枠 を超 え てかか え て い る 問

題群を内在的にとら え ， より リ ア ルな外国認識 を

得 る た めに， 地域研究（Area Studies） が重要な意

味をもっ て い る のではないかと私たちは考 え てお

ります。 もとより， わが国にお け る 地域研究 の 歴

史は必ずしも長いものではなく， その方法や性格

づ けに つ い て もさまざまな議1命が あ る とい え まし

ょう。 しかし， 学際的な総合科学として の地域研

究の発展が， 従来の 学問研究の あり方に問題 を つ

きつけ， とくに既成 の 社会諸科学にたいして一つ

の挑戦 を試み て い る ことも疑 え ないと思います。

私たちの大学は長い あ いだ「外国学」 （Foreign

Studies） を標携してまいりました が，大学院に「地

域研究研究科」をもっ数少ない大学 のーっとして ，

以上のような諸点について も模索しつ つ あります。

そのような関心から私たちは，「地域研究と社会

諸科学」（Area Studies and Social Sciences） と

題す る 国際シ ン ポ ジウム を来 る 1 1 月 9日（月）～ 1 1 月

12 日 （木）の 4日間， 本学におい て 開催す る ことにな

りました 。 この国際シ ンポ ジウムは文部省学術国

際局および本学の岩崎民平基金などの資金的援助

を 得 て 開催され る ものですが， このような国際シ

ンポ ジウムはわが国でも初 め て の試み て やはないか

と思っ て おります。

幸いにし て ，当国際シ ン ポ ジウムには，「文化 を

超 え て 』などの著作で知られ る 世界的な文化人類

学者エドワード ・ ホー ル 夫妻， 『通産省と 日 本の奇

INTERN町IONAL SYMPOSIUM 

Today, one thing that is seriously needed for 
us seems to be the re-examination of the way in 
which we understand international problems, 
given the situation that the aspects of interna
tional society have developed in a diversified 
way. Of important significance in this situation 
is “Area Studies" which we believe to be the 
key for any group, including a state or a group 
beyond a state to come to grips with a cluster 
of related problems internally and acquire a 
more realistic understanding of foreign coun
tries. Of course , the history of “Area Studies" in 
this country is still at the initial stage and 
various arguments exist over its methods and 
the goals to be pursued. Yet, it is also true that 
the development of “Area Studies" as an 
interdisciplinary general science has posed a 
serious question regarding the methodology of 
past scholarship and has attempted a challenge 
against the traditional social sciences in partic
ular. 

The above concerns are being experienced by 
our university which, while professing itself to 
be an institution of “Foreign Studies”，is one of 
the few universities to have an “Institute of 
Area Studies" as a graduate school. 

These concerns finally led us to hold an inter
national symposium on “Area Studies and 
Social Sciences" at our university for a four
day period, November 9 (Mon.） ～1 2  (Thurs.). 
This international symposium is to be held 
mainly under the auspicies of the Science and 
International Affairs Bureau, Japanese Minis・
try of Education, Science and Culture and the 
Iwasaki Tamihei Foundation of our university, 
and as we understand, will be the first attempt 
in this field in Japan. 

We have invited speakers and panelists to 
this international symposium from all over the 
world, and they include the following ten distin
guished scholars: Professor Edward Hall, who 
is wellknown as an antholopologist and is the 
author of Beyond Culture, along with his wife 
Mildred Hall, who co-authored The Hidden 

D砂町ences with her husband; Professor Chal
mers Johnson of the University of California, 
Berkeley, who has attracted a great deal of 



跡』や 「資本主義的開発国家」（CDS, Capitalist 

Developmental State）論で注目され て い る チャ

ルマーズ ・ ジョ ン ソ ン教授 （カ リ フ ォルニア 大ノf

ー ク レー校） および『 アメリ カ 人 の 日 本観 』 で話

題を呼んだシー ラ ・ ジョ ン ソ ン 夫人， 現代史家の

立場からす る 地域研究 のすぐれ た 成果『イ ンドネ

シ ア一一歴史と現在」 の著者でオーストラ リ ア の

ア ジ ア 研究学界 を 代表す る ジョ ン ・ レッグ教授，

イギリスの 日 本研究の新しい中心 を担うオッ ク ス

フ ォード 大学ニツ サ ン 日 本研究所長の気鋭の政治

学者 J ・ A·A ・ ストッ ク ウィ ン 教授， フ ラ ン ス現

代中国学界の異才で国立政治学財団国際関係研究

調査セ ン ター中国 ・ 極東部長の ク ロード ・ カ ダー

ル 夫妻， イ ンド の地域研究の中心であ る ジャワハ

ル ラ ール ・ ネル 一 大学東ア ジ ア 研究セ ンタ一所長

の俊鋭K ・ V ・ ケ サ ヴァ ン 教授， 『儒教文化圏 の秩

序と経済』できわ めてユニー ク な 日 本および東ア

ジ ア 文化論 を 展開されて い る 金 日 坤教授 （釜山 大

学） の合計10名の 外国人ゲストが参加されます。

これら外国人ゲストと主に本学スタッ フ を中心

としたプログ ラ ムが予定されて お りますが， 討論

の質を高め， より広いパースペ ク ティ ヴで問題 を

掘り下げ る た めに， 国内からも15名前後 の権威を

お招きして ， 私 たちの議論 を刺激し て い た だこう

と考 え ております。

本国際シ ンポ ジウムが国際理解のより一層 の増

進に資す る 機会となりますよう関係各位の御協力，

御支援を切にお願し〉申し上げます。

1987年 秋

東京外国語大学長 畏 幸 男

国際シンポジウム実行委員長 中 崎 嶺 雄

attention as the author of MIT! and the 
]aρanese Miracle and for his theory of CDS 
(Capitalist Developmental State), together v.ith 
his wife Mrs . Sheila Johnson, who has been also 
widely noted for her recent work, Ameri.can 

Attitudes toward ]iαρan; Professor John Legge, 
who has published an excellent work Indonesi.a 

on area studies from the standpoint of a modern 
historian, and represents the Australian learned 
society of Asian studies; Professor J .A.A. 
Stockwin, Director of the Nissan Institute of 
Japanese Studies at University of Oxford, who 
leads a newly rising center of British Japanese 
Studies; Dr. and Mrs . Claude Cadart, Research 
Center for International Studies, National 
Foundation of Political Sciences , who are dis
tinguished scholars in the field of Contempo
rary China Studies in France; Professor K.V. 
Kesa van, Chairman of the Center of East Asian 
Studies at Jawaharlal Nehru University, which 
is the center of area studies in India; Professor 
Il-gon Kim at Pusan National University, who 
has developed a strikingly original theory of 
Japanese and East Asian cultures in his The 

Social Order and Economy of the Conルci.an

Cultural Region. 

In this symposium, as we hope, exchanges of 
views and discussions will be made between 
these foreign guests and the faculty members of 
our university. Moreover, about fifteen 
Japanese distinguished scholars in the various 
fields who we invited from all over Japan are 
expected to join the symposium to upgrade the 
level of discussion, stimulate the debates to be 
undertaken and deepen the understanding 
gained. 

We hope that this international symposium 
will provide us with a fruitful opportunity to 
promote international understanding and 
exchanges of goodwi ll. 

Fall 1987 

Yukio CHO 

President, Tokyo University of Foreign S知di田

Mineo NAKAJIMA 

Chairman, The Executive 

Committee of the International 

Symposium 



会議概要

．会議の名称 国際シ ン ポ ジウム

「地域研究と社会諸科学」

・主 催 東京外国語大学

・後 援 文部省学術国際局

岩崎民平基金

•t� 賛 文喜春秋

TBSブリ タニ カ

サイマル出版会

．会 期 1987年 1 1 月 9 日間～12 日（木）

．会 場 東京外国語大学

東京都北区西ケ原4-51 2 1  

H03-9 1 7-6 1 1H代） 〒114

．公 用 量町五田 日本語 ・ 英語 （同時通訳付）

GENERAL INFORMATION 

Name of the Conference: 

International Symposium 
“Area Studies and Social Sciences" 

Sponsored by: 

Tokyo University of Foreign Studies 

Under the Auspices of: 

The Science and International Affairs Bureau, 
Ministry of Education , Science and Culture 
The Iwasaki Tamihei Foundation 

Supported by: 

BUNGEISH UNJU Ltd. 
TBS-Britannica Ltd. 
THE SIMUL PRESS, INC. 

Date: 

November 9 (Mon.) 12  (Thurs.), 1 987 

Place: 

Tokyo University of Foreign Studies 
4・51-21 Nishigahara, Kita-ku 
Tokyo, Japan 114 
Tel. 03-917-6111 

Official Languages: 

English & Japanese 
(Simultaneous Interpretation Provided) 



フロクラム

.，，月9日（月）：池袋サンシャイン60ビル， 59階ト

リアノン， 桜の間

1 6: 00～17 : 00 受付

17 : 30～19: 30 歓迎レセプション

4・11月10日（火）， 東京外国語大学（3401教室）

10: 00～10: 30 開会式

開会の辞 中嶋嶺雄

（実行委員長 ）

挨 拶 長 幸男

（東外大学長）

来賓挨拶 植木 浩

（文部省学術国際局長）

10: 30～13 : 00 第1セッション

「なぜいま地域研究か？」

報 告 者 ： ジョ ン ・ D ・ レッ グ

（オースト ラ リ ア ）

小浪 充（東外大）

11 : 20～1 I : 30 コーヒー ・ プレイク

テーイスカッサント ： ク ロード ・ カ ダー ル （フ ラ ンス）

清水 透（東外大）

座 長 ： 新田 実 （東外大）

1 4  : 30～17 : 00 第2セッション

幸日 止と
仁コ

「地域研究と社会科学」

者 ： チ ャ ル マーズ ・ ジョ ン ソ ン

（アメ リ カ ）

山之内 靖 （東外大）
15 20～15 30 一一一 コーヒー ・ ブレイク ー一一

テ事イスカッサント ： チェ ン ・ イ ンシ ア ン （フ ラ ンス）

上村 忠男（東外大）

座 長 ： 田中 治男（東外 大）

+11月11日（水）． 東京外国語大学（3401教室）

1 0: 00～12: 30 第3セッション

報 !±: 
<=! 

「地域研究と文化人類学」

者 ： エドワード ・ T ・ ホー／レ

（アメ リ カ ）

中村 光男（千葉大）

10: 50～l 1 : 00 コーヒー ・ ブレイク

ディスカッサント：シー ラ ・ K · ジ ョ ン ソ ン

（アメ リ カ ）

PROGRAM 

+November 9 (Mon.):Sakuran。－ma, Le Trianon, 

59th floor, Sunshine 60 Building, lkebukuro 

16:00～17:00 Registration 

17:30～19:30 Welcome Reception 

+November 10 (Tues.): Tokyo University of 

Foreign Studies (Room 3401) 
10：・00～10:30 Opening Ceremony 

Opening Greeting: Mineo Naka
jima (Chairman, Executive Com
mittee) 
Remarks: Yukio Cho ( President, 
Tokyo University of Foreign 
studies) 
Guest’s Speech: Hiroshi Ueki 
(Director-General of  the Science 
and International Affairs Bureau, 
Ministry of Education. Science 
and Culture) 

10:30～13:00 1st Session: 

Why Area Studies Now? 

Reporters: Prof. John D .  Legge (Australia) 
Prof. Takashi Konami 

11:20～11:30 Coffee Break一一一

Discussants: Dr. Claude Cadart (France) 
Prof. Toru Shimizu 

Chairman: Prof.Minoru Nitta 
14:30～17:00 2nd Session: 

Area Studies and Social Science 

Reporters: Prof .  Chalmers Johnson (U.S.A.) 
Prof. Y asushi Y amanouchi 

15:20～15:30 一一一Coffee Break－一一

Discussants: Dr. Cheng Yingxiang (France) 
Assoc. Prof. Tadao Uemura 

Chairman: Prof. Haruo Tanaka 

+November 11 (WedよTokyo University of For・

eign Studies (Room 3401) 
10:00～12:30 3rd Session: 

Area Studies and Anthropol句Y

Reporters: Prof. Edward T. Hall (U.S.A.) 
Prof. Mitsuo Nakamura 

10:50～11:00 －一一Coffee Break－一一

Discussants: Dr. Sheila K. Johnson (U.S.A.) 
Prof. Junzo Kawada 

Chairman: Prof. Hiroyuki Ninomiya 



川 田 順造 （東外大 AA 研）

座 長：二宮 宏之（東外大）

14 : 30～17 : 00 第4セッション

幸日 丘二
Eコ

「現代史におけるアジア地域研

究」

者：K ・ V ・ ケ サ ヴア ン （イ ン ド）

中村 平治 （東外大 AA 研）
15 20～15 30  一一一コーヒー ・ プレイク ー一一

テーイスカッサン卜： ク ロード ・ カ タゃー／レ（フ ラ ンス）

石井 米雄 （京 大）

座 長：田中 忠治 （東外大）

+11月12日（木）． 東京外国語大学（3401教室）

10 : 00～13: 00 第5 セッション

幸長 とヒ
仁1

「日本および東アジア地域研究J

者： J ・ A · A ・ ス トッ ク ウ ィ ン

（イギ リ ス）

金 日 坤（韓国）

宮川 透（東外大）

中嶋 嶺雄 （東外大）

11 : 40～11 : 50 一一一 コーヒー ・ ブレイク 一一一

ディスカッサン卜 ： 中根 千枝（東大名誉教授）

山崎 正和 （大阪大）

座 長：長 幸男（東外大）

14 : 30～16 : 40 第6セッション

「総括パネル・テ’イスカッション」

ノマネ リ ス ト ： ミルドレッ ド · R ・ ホー ル

（ア メ リ カ ）

飯田 経夫 （名 大）

米山 俊直（京 大）

猪口 孝（東 大）

15 30～15 : 40 コーヒー ・ プレイク

座

渡辺 利夫 （筑波大）

黒田 寿郎（国際大）

長：チャルマーズ ・ ジョ ン ソ ン

（ア メ リ カ ）

中嶋 嶺雄 （東外大）

16 : 40～16 : 50 閉会式

閉会の辞 小浪 充

（実行副委員長 ）

1 7  : 00～19’：00 送別懇親会（4号館B階大会議室）

14:30～17:00 4th Session: 

Asian Area Studies in the Contem

porary History 

Reporters: Prof .  K.V.  Kesavan (India) 
Prof .  Heiji Nakamura 

15:20-15:30 一一一Coffee Break

Discussants: Dr. Claude Cadart (France) 
Prof .  Yoneo Ishii 

Chairman: Prof. Chuji Tanaka 

+November 12 (Thurs.): Tokyo University of 

Foreign Studies (Room 3401) 
10:00～13:00 5th Session: 

Area Studies on Japan and East 

Asia 

Reporters: Prof .  ] .A.A.  Stockwin (U .K .) 
Prof. ll-gon Kim (R.0.K.) 
Prof .  Toru Miyakawa 
Prof .  Mineo Nakajima 

11・40～11 50 一一一Coffee Break一一一

Discussants: Prof .  Chie N akane 
Prof. Masakazu Yamazaki 

Chairman: Prof .  Yukio Cho 
14:30～16:40 6th Session; 

Panel Discussion for Closing 

Panelists: Dr. Mildred R. Hall (U .S.A.) 
Prof .  Tsuneo Iida 
Prof .  Toshinao Yoneyama 
Assoc. Prof .  Takashi Inoguchi 

15:30～15:40 Coffee Break－一一

Prof .  Toshio Watanabe 
Prof .  Toshio Kuroda 

Chairmen: Pro f. Chalmers Johnson (U.S.A.) 
Prof .  Mineo Nakajima 

16:40～16:50 Closing Ceremony 

Closing Remarks: Prof .  Takashi 
Konami ( Vice-Chairman, Execu
tive Committee) 

17:00～19:00 Farewell Party 

(Conference Room, 6th floor, Build. 

No.4) 



外国人ゲスト紹介 INTRODUCTION: GUESTS FROM ABROAD 

エドワード・T・ホール Edward T. Hall 

アメリカ合衆国 U.S.A. 

生 年月日 ： 1914 . 5 .16 

1936 デ ン ヴ ア一 大学 学士 （ 文化人類学）

1938 ア リ ゾナ 大学 修 士 （ 文化人類学）

1942 コ ロ ンビ ア 大学 博士 （ 文化人類学）

現 在 ： ノースウエス タ ン 大学名誉教授

主 著：『文化 を 超 え て』『かくれた 次元」 「沈黙

のこ と ば』 『摩擦 を乗り切る』 （共著）

ミルドレッド·R・ホール

アメリカ合衆国

生年月日 ： 1925. 3 .16 

1 946 コ ロン ビ ア 大学卒業 （社会学）

現 在 ： エドワード ・ T ・ ホール研究室研究員

主 著：『摩擦 を 乗り切る』 （共著）

チャルマーズ・ジョンソン

アメリカ合衆国

生年月日 ： 1931 . 8 . 6 

1953 カ リ フ ォルニ ア 大学パー ク レー校 学 士

（経済学）

1957 カ リ フ ォルニ ア 大学ノてー ク レー校 修 士

（政治学）

1961 カ リ フ ォル ニ ア 大学パー ク レー校 博 士

（政治学）

現 在：；カ リ フ ォルニア 大学ノfー ク レー校教授

（ ア ジ ア 研究）

主 著 ： 『中国革命の源流』 『革命 と 社会システ

ム』 『人民戦争の解剖』『通産省 と 日本

の奇跡』

Date of Birth: May 16, 1 914 
1936 B.A. in Anthropology. Univ. of Denver 
1938 M.A.  in Anthropology, Univ . of Arizona 
1942 Ph.D . in Anthropology, Univ . o f  Colum 

bia 
Current Affiliation: Prof . Emeritus of Anthro

po logy , Nort h western 
Univ . 

Publications: Beyond Culture, The Hidden 

Dimention, The Silent Language. 

Hiddeη Dij;ルrences (co authored) 

Mildred R. Hall 

U.S.A. 

Date o f  Birth: March 16 ,  1 925 
1 946 Graduated in Sociology, Univ. o f  Colum
bia 
Current Affiliation: Partner, Edward T. Hall 

Associates 
Publications: Hidden Differences (co・authored)

Chalmers Johnson 

U.S.A. 

Date of Birth: August 6, 1931 
1953 B .A. in Economics , Univ. of California, 

Berkeley 
1957 M.A. in Political Science. UniY. of 

California, Berkeley 
1961 Ph.D . in Political Science, Univ . o f  

California, Berkeley 
Current Affiliation: Walter and Elise Haas 

Prof. o f  Asian Studies , 
Univ. o f  Californja, Ber 
keley 

Publications: Peasant Nationalism and Com 

munist Power, Revolution and 

the Soc£al System, Autopり on

People包 War, MIT! and the 

]a仰nese Miracle 



シーラ・K・ジョンソン

アメリカ合衆国

生 年月日 ： 1937 . 3 . 2 1  

1958 カ リ フ ォルニ ア 大学ノfークレー校 学土

（文化人類学）

1964 カ リ フ ォルニ ア 大学ノてークレー校 修 士

（英語学）

1971 カ リ フ ォルニ ア 大学ノfークレー校 博 士

（文 化人類学）

現 在 ： 評論家 ・ 書評家

主 著 ： 『怠惰な天 国』 「アメ リ カ 人の 日 本観』

ジョン・D・レック

オーストラリア

生年月 日 ： 1 92 1 . 5 . 24 

1943 メルボ ル ン 大学 学士 （歴史学）

194;) メルボ ル ン 大学 修士 （歴史学）

1952 オックス フ ォード大学 博士 （歴史学）

現 在 ： モ ナ ッシュ 大学名誉教授 （歴史学）

著 ： 『オースト ラ リ アの植民政策』 『イ ンド

ネシ アの中央権力と地域自治』 『イ ンド

ネシ アー歴史と現在一』 『ス カ ルノ』

..J·A·A・ストックウィン

イギリス

生年月日 ： 1935. 1 1 .28 

1959 オックス フ ォード大学 学 士 （政治学）

1963 オックス フ ォード大学 修士 （政治学）

965 オースト ラ リ ア 国立大学 博士 （国際関係論）
= 在 ： オックス フ ォード 大学教授 （政治学）兼

同 大学ニッサ ン 日本研究セ ンター所長

著 ： 「 日 本社会党と中立主義』 『70年代の日

本とオースト ラ リ ア』 （編著）『 日 本』

ー与戸

Sheila K. Johnson 

U.S.A. 

Date of Birth: March 2 1 ,  1937 
1958 B.A. in Anthropology, Univ. of Califor

nia, Berkeley 
1964 M.A. in English, Univ. of California, 

Berkeley 
1971 Ph .D . in Anthropology, Univ. of Califor

nia, Berkeley 
Current Affiliation: Commentator and Book 

Reviewer 
Publications: Idle Haveη， American Attitudes 

toward japan 

John D. Legge 

Australia 

Date of Birth: May 24, 1 92 1  
1943 B.A. in History, Univ. of Melbourne 
1945 M.A. in History, Univ. of Melbourne 
1952 Ph .D . in History, Univ. of Oxford 
Current Affiliation: Prof. Emeritus of History, 

Monash Univ. 
Publications: Australian Colonial Po lily, Cen

tral Authority and Regional 

Autoηomy in Indonesia, In 

donesia, Sukarno 

J.A.A. Stockwin 

U.K. 

Date of Birth: November 28, 1 935 
1 959 B.A. in Political Science, Univ. of Oxford 
1 963 M.A. in Political Science, Univ. of Oxford 
1965 Ph .D . in International Relations , Aus-

tralian National Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Politics and Direc

tor of the Nissan Institute 
of Japanese Studies, Univ. 
of Oxford 

Publications: The ]aρanese Socialist Party and 

Neutralism, japan snd Australia 

in the Seventies (ed.), ]apaη 



盆目坤｛キム・イルコン｝

大韓民国

生年月 日 ： 1932. 2 . 2 1

1 955 釜山大学 学土 （経済学）

1957 釜山 大学 修士 （経済学）

1973 釜山大学 博士 （経済学）

現 在 ： 釜山 大学教授 （経済学） 兼同 大学 日本

研究セ ンタ一所長

主 著 ： 『韓国の経済発展』 『儒教文化圏の秩序

と経済J韓国 文化と経済 ダイナ ミズ

ム』

K·V・ケサヴァン

インド

生年月日 ： 1938. 10 . 15

1 965 ジャワハルラ ール ・ ネルー 大学 修士 （歴

史学）

1970 ジャワハルラ ール ・ ネル一大学 博士 （ 日

本研究）

現 在 ： ジャワハルラ ール ・ ネル一 大学国際学

部教授 兼 東ア ジア研究セ ンタ一所長

主 著：『 日 本と東南ア ジア 1952～60年』

11-gon Kim 

Republic of Korea 

Date of Birth: February 21, 1 932 
1 955 B.A. in Economics , Pusan National Univ. 
1957 M .A. in Economics, Pusan National 

Univ. 
1973 Ph . D. in Economics, Pusan National 

Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Economics and 

Director of ] apanese 
Studies Center , Pusan 
National Univ. 

Publications: Korean Economic Development, 

The Social Order and Economy 

of the Coηifucian Cultural Region, 

Korea, her Culture and Economic 

均namism

K.V. Kesavan 

India 

Date of Birth: October 1 5, 1 938 
1965 M.A.  in History, Jawaharlal Nehru Univ. 
1 970 Ph.D. in Japanese Studies, Jawaharlal 

Nehru Univ. 
Current Affiliation: Prof. and Chairman of the 

Centre for East Asian 
Studies , School of Interna 
tional Studies, Jawaharlal 
Nehru Univ. 

Publications: Japan包 Relations with Southeast 

Asia: 1952-60 



クロード・カタール

フランス

生 年月 日 ： 1927.11.12 

19�8 パリ大学 学士 （政治学）

1955 東洋言語文化学院 博士 （中 国学）

現 在：フランス国立中央科学研究院 （CNRS)

間際関係研究調査セ ンター中国 ・ 極東

部長

主 著：『新しい官僚主義の独裁』 『毛沢東 の二

つの死』 （共著） 『中国における共産主

義の飛期 彰述之メモワー ル』 （共著）

チェン・インシアン

フランス

生 年月日 ： 1927. 6 . 22 

9-19 嶺南大学 （中国） 学士

1913 ノリ大学 博 士 （歴史学）
::s � 在：フラン ス 国立政治学財団国際関係研究

調査センター中国 ・ 極東部上級 研究員

著：「相愛の 中国一キューパ 仲た がしミの

中国 ソ連』 『毛沢東 の二つの死」 （共

著）ア中国における共産主義の飛期 彰

述之メモワー ル』 （共著）

Claude Cadart 
France 

Date of Birth: November 12, 1927 
1948 B.A. in Political Science, Univ. of Paris 
1 955 Ph.D. in Chinese Studies, Institute for 

Oriental Languages and Civilizations 
Current Affiliation: Director of China and Far 

East Section, Research 
Center for International 
Studies, National Center of 
S c i e n t i f i c  R e s e a r c h  
(CNRS, France) 

Publications: Une dictature de bureaucratie 

ηouvelle, Les Deux Marts de Mao 

Tse-toung (avec Cheng Yingx
iang), L 'Envol du communisme 

en Chine: Memoires de Peng 

Shuzhi (avec Cheng Yingxiang) 

Cheng Yingxiang 

France 

Date of Birth: June 22, 1927 
1949 B.A. in Ling Nan Univ. (China) 
1 973  Ph. D. in History, Univ. of Paris 
Current Affiliation: Senior Research Fellow of 

China and Far East Sec
tion, Research Center for 
International Stud i e s ,  
National Foundation of 
Political Science, France 

Publications: Jdylle sino-cubaine, brouille sino

souietique, Les Deux Marts de 

Mα0 Tse-toung (avec Claude 
Cadart), L’'Envol du communisme 

en Chine:Memoires de Peng Shuz

hi (avec Claude Cadart) 



自肉ゲスト暖腹 INTRODUCTION : JAPA自民E GUESTS 

中 欄 干 枝

Chie Nakane 

生年月 日 ： 1926. 11 . 30 

1950 東京大学文学部卒業

現 在 ： ：東京大学名誉教授 （社会人類学）

主 著 ： 『未聞の顔 ・ 文明の顔』 『タテ社会の人

間関係』『家族の構造』『社会人類学』

石 井 米 雄

Yoneo Ishii 

生年月 日 ： 1929.10 . 10

1980 京都大学法学博士

現 在 ： 京都大学教授 兼 東南 ア ジ ア 研究セ ンタ

一所長 （東南 ア ジ ア 研究）

主 著 ： 『戒律の救＼，）J 『タイ国』 （編著） 『上座

部仏教の政治社会学』

山 崎 正 和

Masakazu Yamazaki 

生年月 日 ： 1934 . 3 .26 

1958 京都大学文学修士

現 在 ： 大阪大学教授 （美学 ・ 演劇学）

主 著 ： 『世阿禰』『喜術現代論』「柔らかい個人

主義の誕生』 『文化開国への挑戦』

黒 田 膏 郎

Toshia Kuroda 

生年月 日 ： 1933. 8 .27 

1967 慶応義塾大学文学博士

現 在 ： 国際大学教授 兼中東研究所長 （中東地

域研究）

主 著 ： 「イス ラ ームの心』『イス ラ ーム辞典』

『地域研究の方法と中東学』 （編著 ）

Date of Birth: November 30, 1 926 
1950 Graduated in Oriental History , Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. Emeritus of Social 

Anthropology, Univ . of 
Tokyo 

Publications: Garo and k加i, Japanese Socieか，

Structure of Family, Social 

Aηthroρology 

Date of Birth: October 10, 1 929 
1980 Ph.D . in Southeast Asian Studies, Kyoto 

Univ. 
Current Affiliation: Prof . and Director of the 

Center for Southeast Asian 
Studies, Kyoto Univ 

Publications: Sαlvatioη of Buddhist Preceρts, 

Tルziland (ed.), Politico・sociology

of Theravada Buddhism 

Date of Birth: March 26, 1934 
1 958 M.A. in Literature, Kyoto Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Science of Theatre 

and Performing Arts ,  
Univ. of  Osaka 

Publications: Zeami, On The Present Age of 

Art, The Birth of a Flexible Indi

vidualism, Challenge for 印eniηg

japan in Culture 

Date of Birth: August 27, 1 933 
1967 Ph.D. in Oriental History , Keio Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Arab Islamic Civi-

lization and Director of the 
Institute of Middle Eastern 
Studie s ,  International 
Univ. of Japan 

Publications: The Spirit of Islam, Shorter 

Encycloρedia of Islam, Methodol

ogy of Area Studies and Middle 

Eastern Studies (ed.) 



小 田 糞 郎

1eo Oda 

ニ年月日 ： 1933. 3 .30 

1971 慶応義塾大学法学博士

現 在 ： 慶応義塾大学教授 兼地域研究セ ンター

所長 （現代 ア フ リ カ 研究）

士 著 ： 『現代 ア フ リ カ の政治とイデオ ロ ギー』

『70年代南部 ア フ リ カ の政治 ・ 経済変

動』 『 ア フ リ カ 現代 史III』

板 恒 雄 ＝

Yuzo ltagaki 

ここ年月日： 1931 . 2 5 

1956 東京大学文学修士

妻 在 ： 東京大学東洋文化研究所教授 （西アジ

ア 地域研究）

著 ： 『イ ス ラ ム改革思想』 『中東現代史II 』

「概説イ ス ラ ーム史』 （共編）

米 山 僅 直

Toshinao Yoneyama 

主主五月日 ： 1 930. 9 . 29 

961 京都大学農学博士

実 在 ： 京都大学 ア フ リ カ 地域研究セ ンター 教

ー与ー

授 （文化人類学 ・ ア フ リ カ 研究）

著 ： 『偏見の構造』 「ザイー ル ・ ノート 』 「都

市と祭りの人類学』「 ア フ リ カ 学への招

待 』

倉 もとこ

oko Katakura 

三乞月日 ： 1937.10 . 1 7

・Jl� 東京大学理学博士
τ2 
庁 在： 国立民族学博物館教授 （社会地理学 ・

民族学）

著 ： 『ベドウ ィ ンの村』『文化人類学』 『 アラ

ビ ア ・ ノート 』 『人々 のイスラーム』

Date of Birth: March 30, 1933 
1 971 Ph.D .  in Political Science, Keio Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Contemporary 

Africa Studies and Direc 
tor of the Center for Area 
Studies, Keio Univ. 

Publications: Politics and Ideology of Contem

porary Africa, Political and Eco

ηomic Change of Southern Africa 

in the 70包，Contemporary Histoη 

of Africa III 

Date of Birth: February 5, 1931 
1 956 M.A. in History, Univ. of Tokyo 
Current Affiliation: Prof . of West Asian 

S tudies ,  Ins t i t u te of 
Oriental Culture, Univ. of 
Tokyo 

Publications: R々form Thoughts of Islam, Con

temρorary History of Middle East 

II, A Study of Islamic History 

(co-ed.) 

Date of Birth: September 29, 1930 
196 1  Ph.D. in Agriculture, Kyoto Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Cultural Anthro-

p o l o g y  and A f r i c a n  
Studies, The Center for 
Africa Area S tudie s ,  
Kyoto Univ. 

Publications: The Structure of Prejudice, Note 

on Zaire, Urban Anthropology 

and Festival, Invitation to 

African Studies 

Date of Birth: October 17, 1937 
1 974 Ph.D. in Geography, Univ. of Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Human Geography 

and Social Ethnology, 
National Museum of Eth
onology 

Publications: Bedouin Village, Cultural Anthro

po logy, Note oη the A rabes, Peo

ρle in Islam 



梅 湾 和 郎

Kazuro Umezu 

生 年 月 日 ： 1 929. 1 . 1 

1964 京都大学経済学博士

現 在 ： 大阪外国語大学教授 （経済学）

主 著：『現代世界と国際関係』『赤い ア フ リ カ 』

『 国 際関係読本』 （編著）

加賀谷 寛

Hiroshi Kagaya 

生年月日 ： 1 930. 8 . 8 

1 956 東京大学文学修士

現 在 ： 大阪外国語大学教授 （現代イ ス ラ ム論）

主 著：『イ ラ ン 現代 史 』 『南 ア ジ ア 現代史II 』

（ 共著）『中東現代史 I 』 （ 共著）

宇 野 量 回

Shigeaki Uno 

生年月日 ： 1930 . 1 0 . 28

1 962 東 京大学社会学博士

現 在 ： 成践大学教授 （ 東 ア ジ ア 国際関係史），

日本国際政治学会理事長

主 著：「中国 共産党史序説』 『中国と国際関係」

『太平洋戦争への道』 （共著）

有 賀 貞

Tadashi Aruga 

生 年 月 日 ： 1931. 4 . 27 

1955 東京大学国際学修士

現 在 ： 一橋大学教授 （ ア メ リ カ 政治外交史）

主 著 ： 『 ア メ リ カ 政治 史』『 ア メ リ カ 史概論』

『概説 ア メ リ カ 外交史』 （ 共編）

Date of Birth: January 1, 1 929 
1 964 Ph.D .  in Economics, Kyoto Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Economics, Osaka 

Univ. of Foreign Studies 
Publications: Contem1うoraηWorld and Inter

national Relations, Red Ajれ·ca,

Guide to the Study of Interna

tional Relations (ed.) 

Date of Birth: August 8, 1 930 
1 956 M.A.  in History of Religions, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Modern Islam 

Studies, Osaka Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: Contemρorary History of Iran, 

Contemρorary History of South 

Asia II (co-authored), Contempo

raη1 History of Middle East I 

(co-authored) 

Date of Birth: October 28, 1 930 
1 962 Ph.D.  in International Relations, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of East Asian His

tory of International Rela
tions, Seikei Univ. ,  Presi
dent of the Japan Associa
tion of International Rela
tions 

Publications: A Short History of Chinese Com

munist Par，か，International Rela

tions of Modern China, The 

Road to the Pacific War (co
authored) 

Date of Birth: April 27, 1 93 1  
1 955 M.A. in International Relations, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Diplomatic His 

tory, Hitotsubashi Univ. 
Publications: Political History of the United 

States, A Stud.ア ザ American

Hz・story, A Diplomatic Histoηof 

the United S似たs (co-ed.) 



Matsumoto 

三三弓臼 ： 1931 . 10 . 4 

:g75 慶応義塾大学法学博士
= � 在 ： 慶応義塾大学教授 （ 国際関係論 ・ 現代

東南 ア ジ ア論） ， ア ジ ア 政経学会理事長

著 . r中 国外交と東南 ア ジ ア 』 『東南 ア ジ ア

の 展望』 （ 共編） 『国際政治』 （共編）

’E 国 経 夫

eo Iida 

三三月日 ： 1 932. 9 .27 

．部3名古匡大学経済学博士
ー

在 ： 名古屋大学教授 （経済学） 兼経済学部

長

著： 『経済成長と二重構造』 『援助す る 固さ

れ る 国』 『私の経済学批判』 『日本経済

はどこへ 行くのか』

遭 辺 利 夫

io Watanabe 

三三月日 ： 1939. 6 .22 

慶応義塾大学経済学博士
--

在 ： 筑波大学教授 （ 開発経済学）

著 ： 『低 開発国経済援助論』「成長 の ア ジ ア

停滞の ア ジ ア』 『開発経済学』 『韓国』

量 口 孝

副lnoguchi

三主月日 ： 1 944 . 1 . 17 

:9;,1 マサチュ ーセッツ工科大学政治学博士
ー＝

在 ： 東京大学東洋文化研究所助教授 （政治

学）

著 ： r 国際政治経済 の構図』 『現代日本政治

経済の構図』 「国際関係 の政治経済学』

『ただ乗りと一国繁栄主義 をこ え て』

Date of Birth: October 4, 1 93 1  
1 975 Ph.D .  in International Relations, Keio 

Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Southeast Asian 

Affairs, Keio Univ. ,  Presi
dent of the Japan Associa
tion for Asian Political and 
Economic Studies 

Publications: Chinese Fore忽η Policy and 

Southeast Asia, A Perspective of 

Southeast Asia (co-ed.), Interna

tional Politics (co-ed.) 

Date of Birth: September 27, 1 932 
1 963 Ph.D. in Economics, Nagoya Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Economics and 

Dean of the Faculty of 
Economics, Nagoya Univ. 

Publications: Economic Growth and Dual 

Structure, Aid to Develoρing 

Countnお Aid jトom Industrial 

Countries, My Criticism of Eco 

ηomics, Where is Japanese Econ 

omy Heading? 

Date of Birth: June 22, 1 939 
1980 Ph.D. in Economics, Keio Univ. 
Current Affiliation: Prof . of Development Eco

nomics, Univ. of Tsukuba 
Publications: Ecoηomic Aid to Under

deむeloped Countγies, Gγowing 

Asiα Stagnati：ηg Asi，α，Economics 

αnd Contem：争oγaη Asia, Koγea 

Date of Birth: January 17 ,  1944 
1 974 Ph.D. in Political Science, Massachusetts 

Institute of Technology 
Current Affiliation: Assoc. Prof . of Political 

Science , I nstitute of  
Oriental Cluture, Univ. of 
Tokyo 

Publications: International Political Ecoηomy, 

Coηtemporary ]aραηese Political 

Economy, Political Economy of 

International Relations, Beyond 

Freeride and Prosperity in One 

Country 



圏内報告書略歴 INTRODUCTION : JAPANESE REPORTERS 

宮 川 透

T oru Miyakawa 

生年月 日：1 927. 9 . 2 1  

1951  東京大学文学部卒業

現 在：東京外国語大学教授 （哲学）

主 著： 『三木 清』 『近代 日本 の哲学』 『 日本精

神史への序論』「信と知」

中 村 光 男

Mitsuo Nakamura 

生年月 日 ： 1 933.10.19

1976 コ ーネノレ大学人類学博士

現 在：千葉大学教授 （文化人類学）

主 著：『三 日月 はパ ン ヤ ン樹の上に昇 る 』 『イ

ンドネシ ア にお け る 宗教と社会的エト

ス 』 （共著）

山 之 内 濁

Yasushi Yamanouchi 

生年月日：1 933. 4 . 22 

1 967 東 京大学経済学博士

現 在：東京外国語大学教授 （比較経済史）

主 著：『イギリ ス 産業革命 の 史的分析』 「マル

ク ス ・エ ンゲルス の世界史像』 『現代社

会 の 歴史的位相』 『社会科学の現在』

小 浪 充

Takashi Konami 

生年月日：1932.11.15

1959 東 京大学国際学修士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （ア メ リ カ ・ カ ナ

ダ地域研究）

主 著： 『発展構造 の 比較研究」 （編著）

Date of Birth: September 2 1 ,  1927 
1951 Graduated in Philosophy, Univ. of Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Philosophy, Tokyo 

Univ. of Foreign Studies 
Publications: Kiyoshi Miki, A Philosoρhi cal 

Development in the Modern 

japan, An Introduction to the 

Intellectual Histoη’ of Japan, 

Glauben und Wissen 

Date of Birth: October 19 ,  1933 
1 976 Ph.D. in Anthropology, Cornell Univ. 
Current Affiliation: Prof. of Cultural Anthro-

pology, Chiba Univ. 
Publications: The Crescent Arises over the 

Banyan Tree, Religion and Social 

Ethos iηJndon俗切（co-authored)

Date of Birth: April 22, 1 933 
1 967 Ph.D. in Economics. Uni\·. of Tokyo 
Current Affiliation: Prof . of Comparative 

tudy of Economic His
tory, Tokyo Uni\·. of For
eign Studi白

Publications: Historical Analysis of the English 

Industrial Rei-oluti 

Engels' Idea of tire H orld His

toη， Historical Setting of the 

ContemporaηSociety. Social Sci

ence at Pr，ιsent 

Date of Birth: :\°o＼百nber 15. 1932 
1959 M.A. in Internacional Relacions, Cniv. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of American and 

Canadian Studies. Tokyo 
Cni,-_ of Foreign Studie 

Publications: Com仰ratice Stud邸 oj Dae均一
men/ Stntch11百（ed)



中 村 平 治

恥iii Nakamura 

生 年 月 日 ： 1931. 8 . 2 1  

1957 東京大学国際学修士

現 在 ： 東京外国語大学 ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言語

文化研究所教授 （国際関係論 ・ 南 ア ジ

ア 地域研究）

主 著 ： 『南 ア ジ ア 現代史 I 』 『現代イ ン ド政治

史研究』 『 ア ジ ア 1945年』 （編著）

中 ． 鶴 雄

Mineo Nakajima 

生 年 月 日 ： 1 936. 5 . 1 1 

1980 東京大学社会学博士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （国際関係論 ・ 東

ア ジ ア 地域研究）

主 著 ： 「現代中国論』『中 ソ 対立と現代』『北京

烈烈』『文明の再鋳造を目ざす中国』

東京外国語大学慨要

本学は， 外 国 の 言 語とそれ を基礎とす る 世 界

各地域の文化 ・ 社会全般 に つい て ， 理論と実際

に わたっ て 研究教授し， 国際的 な活動 を す る た

めの豊か な人材 を養成す る こと を 目的とした 国

立大学で あ る 。 総計約3000名の学生 を擁す る 本

学 は ， 1 6学科から な る 外国語学部 を中心 に 外 国

語学 ・ 地域研究の二 つ の 大学院研究科， 附属 日

本語学校， 留学生教育教材開発セ ン タ ー および

ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言 語文化研究所 などから成っ

て い る 。

本学の創立 は明治32年 （1899年）で あ る が，

その前身 は明治 6 年創立の 東京外国語学校のみ

ならず， 文化 8 年 （18 1 1 年）に設立さ れた徳川

幕府の蛮書和解御用方 にまで少なくとも遡 る こ

とができ る 。 国際接触の 第一線 を 担う人材 を多

数輩出して きた本学 は， この点で対外交流史上

わが国最古の 学府だとい えよう。

Date of Birth: August 2 1, 1931  
1957 M.A.  in International Relations, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of International Rela

tions and South Asian 
Studies, Institute for the 
Study of Languages and 
Cultures of Asia and 
Africa, Tokyo Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: Contemporaη South Asian 品·s・

toηJ I ,  Studies on the Political 

Hz・stoη of Modern India, Asia 

1945 (ed.) 

Date of Birth: May 1 1 ,  1 936 
1 980 Ph.D. in International Relations, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of International Rela

tions and East Asian 
Studies, Tokyo Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: On Contemporaη China, The 

Sino-Soviet Conjト·ontation and the 

Present Age, Beijing in Flux, 

Politics aηd Civilization of Con 

temporary China 

BRIEF DESCRIPTION ON OUR UNIVERSITY 

Tokyo University of Foreign Studies is a 
national university which holds within its 
organization the Faculty of Foreign Studies 
consisting of 1 6  departments, the Graduate 
School in language studies and area studies, 
the Japanese Language School for foreign 
students, and the Institute for the Study of 
Languages and Cultures of Asia and Africa, 
with about 3000 students. Among Japanese 
institutions the university is unique for the 
specialized training and education it offers in 
foreign languages and international relations. 

Our university was founded in 1899. How
ever, the history of the university goes back 
more than a century to the Tokyo School of 
Foreign Languages established in 1873, and 
even further to the Banshowakaigoyogata 
(the so-called Bureau of Translation), estab
lished in 1 8 1 1  by the Tokugawa Government. 
Therefore, the university is in essence, the 
oldest institution in Japan in the field of 
international exchanges. 



鹿畏・デイスカッサント箇麗 INTRODUCTION : CHAIRMEN AND DISCUSSA前S

畏 幸 男

Yukio Cho 

生年月日 ： 1924. 6 . 14

1 948 東京大学経済学部卒業

現 在 ： 東京外国語大学長 （金融論 ・ 日本経済

思想史研究）

主 著 ： 『日本経済思想史研究』 『現代金融論』

『昭和恐慌』 『実業 の 思想』 （編著）

田 中 忠 治

Chuji Tanaka 

生 年 月 日 ： 1 930. 6 8 

1 953 東京外国語大学 タ イ語科卒業

現 在 ： 東京外国語大学教授 （東南アジア地域

研究）

主 著 ： 『 タ イのこころ』『 タ イの農業開発政策』

「新タイ事情』 『タイの日本企業」

二 宮 宏 之

Hiroyuki Ninomiya 

生年月 日 ： 1 932. 5 .16  

1 957 東京大学文学修士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （ フ ラ ン ス 近世史）

主 著 ： 『全体 を 見 る 眼と歴史家たち』

新 田 実

Minoru Nitta 

生年月日 ： 1931.  7 . 8 

1 957 東京大学国際学修士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （ロシア ・ ソ 連地

域研究）

主 著 ： 『 ロシア語 ・手紙 の書き方』 （共著）『こ

とばの旅 ・ ロシア』 （共著）

Date of Birth: June 14, 1 924 
1948 Graduated in Economics, Uni\·. of Tokyo 
Current Affiliation: President and Prof. of 

Money & Banking and 
History of Japane:史 Eco
nomic Thoughts. Tokyo 
Univ. of Foreign Stucli巴

Publications: A Study of the Histoη. Qf 

]aρanese Economic TJwughts. 
Contemporary Monの・ and B霊nk

ing, Showα Panic，ηze 1五ought

of Business (ed.) 

Date of Birth: June 8, 1 930 
1 953 Graduated in Thai Studies. Tok,-o Eni\-. 

of Foreign Studies 
Current Affiliation: Prof. of Sou出east Asian 

Studies, Tokyo 仁話•－ of 
Foreign Studi白

Publications: Minds of Thainese. Agπαtlarral 

Development Policy of 71tciland. 
New Affairs in Thailand. 
]a戸anese Enterpηses in Thailand 

Date of Birth: May 16 ,  1 932 
1957 M.A.  in European History. 仁niY. Of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of French S配ial

History, Tokyo Uni,·. of 
Foreign Studies 

Publications: Towards the Total Histon-

Date of Birth: July 8, 1931  
1957 M.A. in International Relations. Cni\·. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Russian and SO\iet 

Studies, Tokyo Uni\·. of 
Foreign Studies 

Publications: How to Write Russian Lette1古

(co-authored), Learning Russian 

through a Tour (co-authored) 



川 田 順 遺

Junzo Kawada 

生年月 日 ： 1934 . 6 . 20 

1971  パ リ 第 5 大学 （ ソ ル ボ ン ヌ ） 民族学博士

現 在 ： 東京外国語大学 ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言語

文化研究所教授 （文 化人類学 ・ ア フ リ

カ 研究）

主 著 ： 『無文字社会 の歴史』 『サバ ン ナ の 博物

誌』 『 口頭伝承の比較研究』 『黒人 ア フ

リ カ の 歴史世界』

田 中 治 男

Haruo Tanaka 

生年月 日 ・ 1935 . 3 . 10

1 964 東京大学法学博士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （政治学）

主 著 ： 『 フ ラ ン ス 自 由主 義 の 生成 と 展開』 『 近

代政治思想 史 」 （共著）

清 水 透

Toru Shimizu 

生 年 月 日 ： 1943 . 7 . 30 

1 968 東 京外国語大学文学修士

現 在 ： 東京外国語大学教授 （ ラ テ ン ア メ リ カ

史）

主 著 ： 『 コ ー ラ を 聖 な る 水 に 変 え た 人 々 』

上 村 忠 男

Tadao Uemura 

生年月 日 ： 1941 . 12 . 7 

1 968 東京大学国際学修士

現 在 ： ：東京外国語大学助教授 （ 政治哲学 ・ イ

タ リ ア 史 ）

主 著 ： 「近代政治思想史』 （共著） 「 ヴ ィ ー コ の

懐疑J「 ク ロ ー チ ェ に お け る 政治 の哲学

あ る い は哲学の政治 に つ い て 」

Date of Birth: June 20, 1 934 
1971  Ph.D. in Ethnology, Univ. of Paris V 

(Sorbonne) 
Current Affiliation: Prof. of Anthropology and 

African Studies, Institute 
for the Study of Languages 
and Cultures of Asia and 
Africa, Tokyo Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: Histoη of the Society without 

Writing , Natural Histoη of the 

Savanna, Comparative Study of 

the Oral Tradition, Historical 

World of Black Africa 

Date of Birth: March 10 ,  1 935 
1 964 Ph.D .  in Political Science, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Prof. of Political Science, 

Tokyo Univ. of Foreign 
Studies 

Publications: Origin Gηd Development of Fren

ch Liberalism in the 19th Cen

tuiy, History of the Modern Polit

ical Thought (co authored) 

Date of Birth: July 30, 1943 
1968 M.A.  in Latin American Studies, Tokyo 

Univ. of Foreign Studies 
Current Affiliation: Prof. of Latin American 

History, Tokyo Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: Those who converted the Coke 

into Sacred Water 

Date of Birth: December 7, 1 94 1  
1968 M.A. in International Relations, Univ. of 

Tokyo 
Current Affiliation: Assoc. Prof. of Political 

Ph ilosophy and Harian 
History, Tokyo Univ. of 
Foreign Studies 

Publications: Histoη of the Modern Political 

Thought (co・authored） “Vico ’S 
Doubt”， “Philosophy of Politics 
or Politics of Philosophy in 
Benedetto Croce" 



国際シンポジウム実行嚢員会 EXECUTIVE COMMITTEE 

Tokyo University of Foreign Studies 

委 員 長 ’ 中 l鳴 嶺雄 （ 外国語学部教授）

副 委 員 長 ： 山之 内 靖 （ 同 ）

委

顧

小 浪 充 （ 同 ）

員 ’ 二宮 宏之 （ 同 ）

問 中 忠 治 （ 同 ）

中 村 平 治 （ ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言語文

化研究所教授）

新 田 実 （外 国 語学部教授）

田 中 治 男 （ 同 ）

清 水 透 （ 同 ）

上村 忠 男 （ 外国語学部助教授 ）

問 長 幸 男 （学長）

梅田 博之 （ ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言語文

化研究所長）

宮 川 透 （ 大学院地域研究研究科長 ）

千野 栄一 （ 大学院外国語学研究科長 ）

小津 重 男 （ 附属 図 書館長）

金 丸 邦三 （ 外 国 語学部学生部長）

長 谷 川 善一 （事務局長）

．務局

〒 1 14 東京都北区西 ケ 原 4 51 -2 1  

東京外国語大学 国際関係論研究室気付

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 地域研究 と 社会諸科学」

実行委 員 会事務局

ft03-9 1 7-61 1 1 内 線500、 322［ 井尻秀憲 河 原地英武 中 本義彦 l
菊 池古純， 矢 島文絵 ｜ 

〔 同 時通訳〕

小 西 克哉 は か 2 名 （ サ イ 7ル イ ン ターナシ ョ ナ／レ）

Chairman: Prof. Mineo Nakajima 

Vice-Chairmen: Prof. Yasushi Yamanouchi 
Prof. Takashi Konami 

Committees: Prof. Hiroyuki Ninomiya 
Prof. Chuji Tanaka 

Advisers: 

Prof. Heiji Nakamura 
Prof. Minoru Nitta 
Prof. Haruo Tanaka 
Prof. Toru Shimizu 
Assoc. Prof. Tadao Uemura 

Prof. Yukio Cho (President) 
Prof. Hiroyuki Umeda (Direc

tor, Institute for the Study of 
Languages and Cultures of 
Asia and Africa) 

Prof. Toru Miyakawa (Chair
man, Graduate School of 
Area Studies) 

Prof. Eiichi Chino (Chairman. 
Graduate School of Lan
guage Studies) 

Prof . Shigeo Ozawa (Director, 
University Library) 

Prof. Kunizo Kanamaru (Dean 
of Students) 

Mr. Yoshikazu Hasegawa 
(Director-General of Admin
istration) 

SECRETARIAT 

Secretariat of Executive Committee for the 
International Symposium “Area Studies and 
Social Sciences” 
Unit on International Relations 
Tokyo University of Foreign Studies 4-51 -2 1 ,  

Nishigahara, Kita-ku, Tokyo, Japan, 1 1 4  
Tel . 03-9 1 7-61 1 1  ex.500, 322 ［ 凹iden

l王O Nakamoto , Yoshizumi Kikuchi, Fumie I 
Yajima J 

〔Simultaneous Interpretors〕

Katsuya Konishi and others. 
(SIMUL INTERNATIONAL, INC.) 

Printed by TOYO PUBLISHING & PRINTING CO., LTD 



儒教文化圏の
秩序と経済金 一
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名 古屋大学 出版会

STRATEGIE CHINOISE 
OU LA MUE DU DRAGON 
UN REGARD FRANCO-JAPONAIS SUR LES MUTATIONS EN COURS 

CLAUDE CADART 
MINEO NAKAJIMA 

cwJJg側M協
E D I T I O N S 



日 本の ビ ズ ネ ス ・ ア メ リ カ の ビ ズ ネ ス
エドワード・T・ホール／ミルドレッ ド·A・ホール／園弘正雄訳

世界的な文化人類学者ガ日本と戸メリ力の経営者、

管理職それぞれ1 00人と面接 して、 両国企業活動の

底に横芝わる文化の違いと、 その克服の方法を深る

こ の 本 は 三 分冊か ら 成 る 。 一冊 目 は 日 本 ピ ズ オ、 ス マ ン に 向 け た 、 ア メ リ カ の
ピ ズ オ、 ス と ピ ズ オ、 ス マ ン を理解す る た め の 本。 二冊 目 は 米国 ピ ズ オ、 ス マ ン 向
け の 、 日 本 の ピ ズ介、 ス を 理解 す る た め の 本。 三官it 目 li 二 冊 目 の 店主 文 （ 英 文 ） 。

文 萎 春 秋 刊 定価2000円

日
本
を「
発
展
指
向
型
国
家」
と
規
定
し 、

経
済
官

僚
の
果
た
し
た
役割
と

行動様
式
を
分
析
日
本

の
産業
政
策
の
合
理
性・
独
創
性
を
称
揚
す
る。

・定
価
1 、
8
0
0
円（
四
六
判・
4
1
4
頁）

己！..！！！ヰ主立与！ TBSコリタニ力の本 巴ヱニニヱニニ：

!l!i;u:1::11' 1メA、lliト自ー10 宮D3-SH2-427 1回国－司）
←何がインドネシアを形成 してきたか

インドネシア
歴史と現在

情報洪水時代の羅針盤 1
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